
　女性差別撤廃委員会（CEDAW）は勧告33号で、司法へのアク
セスへの障害として、物理的・経済的・社会的・文化的な障壁に
加え、ジェンダー・ステレオタイプ、差別的法律、手続、立証要件や
規則の存在を挙げ、女性にとって司法へのアクセス確保は加盟
国の責務であると明確に述べました。また、World Justice 
Project (WJP)は、2017年と2018年に104カ国の（民事）法の需
要に関する情報を分析し、ジェンダーに基づく差異が紛争のタイ
プや問題解決の手段にあり、司法へのアクセスだけでなく、公的
な書類や公的な情報へのアクセスには貧富の差の影響があると
指摘しています。
　今回のサイドイベントでは、実際の民事訴訟に関する法に対す
る見方に関し、3名のパネリストを迎えました。パネリストのテーマ
はそれぞれ、「日本における子供の貧困と養育費問題」、「ケニア
におけるジェンダーに基づく暴力（GBV）に対する戦いとサバイ
バーサポート」、「紛争後におけるGBVの無責任な現実と責任
追及の問題」でした。最初のプレゼンターである宮下摩維子さん

（東京都立大学法科大学院准教授）を以下に取り上げます。
　宮下さんは、「“Access to Justice”（司法へのアクセス）は、単に
訴訟を提起する機会や、裁判の判決を受ける機会を指しているだ
けでなく、法が保護する私人の権利が実現することまでを含むこ
と、すなわち強制執行まで実現可能、また実効力ある強制執行制
度までを整備してはじめて国家は司法へのアクセスを実現したと
言える」として、日本の「養育費」を例に、近年の日本の法的システ
ムが、子どもの権利の実施と実現を十分に保障しているかどうか
についての見解とその方向性を述べられました。
　また、「困窮するひとり親家庭にフォーカスした養育費の不払い
状況のデータでは、2021年度の政府調査での日本における子ど
もの貧困率は11.5％であり、先進国の間では下から6番目。ひとり
親家庭における貧困率は44.5％に達している。子どもは自身の
家庭環境を選べないので貧困にさらされるが、養育費の不払い
がその原因の一つでもある。養育費の支払いを受けている子ども
は28.1％。たとえ勝訴しても判決内容が実現されなければ、

「司法へのアクセス」は十分に達成されたとはいえない、それゆえ
効果的な実施システムが重要」と説きました。
　子どもの福祉が、保護者と元配偶者の経済事情に大きく左右
され、極めて不安定な状態におかれる現状の矛盾を突き、アメリ
カが養育費の問題を社会保障の役割りとしていることを上げ、日
本においても司法と行政とが協働して解決していく必要があると
提起されました。　（城倉純子）　参考：宮下摩維子プレゼン要旨資料

 CSW70  第70回国連女性の地位委員会
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◆日本は「母性」を極度に神聖化する「日本型家父長制」といわれる。一見、女性の
存在を高めるかのようだが、女性を母親役割に縛り付けることになり、母親処罰的な
社会の醸成に繋がっていった。若年女性が幼児遺棄で刑事罰に課せられる度、父親
は問われずの現状に怒りがこみ上げる。人権に基づく包括的性教育が必要だ。（J）
◆バザー会場では、お孫さんへの贈り物を選ぶ方の姿や、ご自分用にと笑顔で手に
取ってくださる様子が印象に残っています。今年のバザーは新しいことがたくさんでき
そうです。小さなやりとりのひとつひとつが、遠くの誰かの支援につながっている――
そのことを改めて実感する時間となると期待をこめて。世界情勢や社会の動きが先の
見えにくい状況ではありますが、こうしたつながりの力を大切に、これからも皆様の温
かいご協力とともに活動を続けてまいります。(N)

寄付者（2025年12月1日～2026年3月31日）　　（敬称略）
長谷川瑞穂　奥田豊子　鷲見八重子　阿部幸子　清友会　背戸民恵　
中山正子　牧島悠美子　田邉光子　太田惠子　本間美智子　匿名2件

たくさんのご寄付・ご協力をいただき有難うございました。  

私たちと国連

　2026年3月9日から20日まで、国連
で開催されたCSW70の優先テーマは、

「包括的で衡平な法制度の促進、差別
的な法律、政策、慣習の廃絶、そして構
造的障壁への対応を含む、すべての
年齢の女性たちの『司法へのアクセス』
保障と強化」

　日本の3NGO（国連NGO国内女性委員
会・国際婦人年連絡会・日本女性監視機構
(JAWW)）と国連日本政府代表部との共催
による恒例のサイドイベントが、“ Women 
Mu s t  B e  a t  t h e  Tab l e  :  A  S imp l e 
Suggestion to Improve Meaningful 
Access to Justice for All Women”とのテー
マの下に 、3月12日の日本時間23:00～
24:15に国連で開催されました。
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編集後記

事業部から
　2025 年度はバザー開催の機会が少なくなってしまい
ましたが、12 月には、例年通り埼玉県上尾市文化セ
ンターで催された友清音楽院（代表：友清創氏）主
催のクリスマスチャリティコンサートに出店させていた
だきました。クリスマスの雰囲気いっぱいのロビーでは、
ご来場の皆様やご出演の方がたがバザー売り場にお
立ちよりくださって、あれこれ楽しそうにお買い物をさ
れていました。今回はいつものグッズに加えてかつて
の定番商品だったフィリピンの変身人形二体（写真）
を並べてみました。早速お客様が、お連れのお孫さ
んにとお買い求めくださり、片隅でお話に興じる様子
はほほえましい光景でした。昨秋特注した、ロゴ入り
T シャツ姿の城倉純子会長の売り子さんは、宣伝効果
抜群。毎年こうして活動の場を与えてくださる友清音楽
院関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

今後のバザー
出 店 予 定 ：
国連ウィメン
日 本 協 会 の
ご協力を得て

4 月 29 日（祝）東京女子大学同窓会主催 園遊会会場
5 月 31 日（日）上智大学「オールソフィアンのつどい」会場
　バザーの売り上げ収益は、他の事業収益金と合わせ、
国連ウィメン日本協会を通して UN Women に拠出金と
して送られて、難民キャンプや紛争地で救済活動にあた
る UN Women 及び現地採用スタッフの資金、また女性
と少女のためのエンパワーメント・プロジェクト資金等に
活かされます。 これからも皆様のあたたかいご支援、
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  （中山正子）

サイドイベントのモデレーター
紙谷雅子さん

パネリストの宮下摩維子さん

変身人形（左）とグッズ売り場（右）

会員募集中！
会員として一緒に
　　　　活動しませんか？

年会費 3,000 円

　2026年3月7日（土）、婦選会館にて通常総会および
協力協定団体ネットワーク会議が開催されました。
　午前中の総会では、事業報告や決算、今年度の事
業計画・予算案について審議・承認が行われました。
拠出金は、人道支援として、ガザ支援（パレスチナ）、ウ
クライナ支援、ミャンマー地震緊急支援、経済的自立支
援として、アフガニスタン女性支援、ロヒンギャ難民支
援（バングラデシュ）などに活用されています。
　午後のネットワーク会議には、登録5団体のうち北九
州・大阪・東京・さくらの4団体が参加し、活発な意見交
換が行われました。地域ごとそれぞれの取り組みや運
営について多くのヒントを得ることができました。

　今年は、具体的な協働のアイディアや計画も共有され、
日本協会との連携によるバザーの開催が3件予定されて
います（4月29日：東京女子大学第66回園遊会、5月31日：
上智大学ソフィアンバザー、9月26日・27日：グローバルフェ
スタJAPAN〔予定〕）。ご来場の方に足を止めていただき、
楽しみながら啓発活動につなげていけたらと思います。
　また、大阪の映画上映の取り組みについての報告は、
大変参考になりました。みなさんと一緒に鑑賞し学びたい
作品がまだまだありそうです。どうぞお楽しみに！
　私たちの抱える課題についても理事の皆さまと意見を
交わし、有意義な時間となりました。今後も日本協会との連
携をより一層深めていきたいと考えています。（中曽美穂子）

2026年度 国連ウィメン日本協会総会、協力協定団体ネットワーク会議に参加して 



 国連ウィメン日本協会東京 2026 年度定例総会報告
 　2026年2月16日（月）13時30分より、今井館集会室1・2・3において、2026年度国連
ウィメン日本協会東京定例総会が開催されました。
　城倉純子国連ウィメン日本協会東京会長の挨拶に続き開催宣言が行われ、議長に
城倉純子会長を選出、書記に縄田眞紀子、議事録署名人に本間美智子各会員を
選出、出席者の承認を得て議事に入りました。
　第1号議案は2025年度事業報告、第2号議案は2025年度決算報告と監査報告があり、
異議なく満場一致で承認されました。第3号議案の2026年度事業計画案、第4号議案の
2026年度予算案についても異議なく満場一致により承認されました。第5号議案は、鷲見
八重子役員選考委員長より2026・2027年度9名の役員の選出について説明があり満場
一致で承認されました。第6号議案、「国連ウィメン日本協会東京規約第2条」の文言「正
会員」を「賛助会員」に変更についても異議なく承認されました。
　休憩を挟んで、国連ウィメン日本協会伊藤光子副理事長をお招きして交流会を開催、
国連ウィメン日本協会への関心を深めることができました。  （縄田眞紀子）

　総会に引き続き、伊藤光子国連ウィメン日本協会副
理事長をお迎えして交流会を開催し、有意義な懇談の
時を持ちました。
　伊藤副理事長は、小学校から大学に入られるまで、
お父上の仕事の関係でイラン、アメリカ、イギリスなど国
外での生活が長く、大学３年の時に日本に帰国され、大
学卒業後は外務省に入られて堪能な語学力を生かし
て活躍された方です。国連「女性の地位向上」担当官と
してナイロビ女性会議（1985年）、第4回世界女性会
議（1995年、北京会議）、女性差別撤廃条約などを担
当されるほか、CSW（国連女性の地位委員会）や
UNIFEM（国連女性開発基金）に関わられ、活動に関
してのお話は改めて私どもにとって歴史を振り返りつ
つ勉強し直すよい機会を与えていただきました。
　現在、国連ウィメン日本協会が資金援助を行ってい
るのはアフガニスタン、ガザ、ウクライナなど紛争地の女
性たち、そして2017年から続いているロヒンギャの女性
たちへの支援も継続しています。これらの地域での支
援活動は、現地の女性団体が活動を展開していますが、
昨年の春以来、米国のUN Womenへの支援金が止ま
ってしまったため、活動が困難になり、日本協会からの
支援要請に応えて、私どもも特別寄付をしたことは記憶

に新しいかと思
います。しかし、
ユニフェムから
UN Womenへ
の組織変更が
行わ れ てから
15年経つ今で
も、その活動が
まだまだ 世 間
的には十分に
浸 透しておら
ず、なかなか寄
付金を集められない状況が続いています。
　懇談の場では、こうした事情を踏まえて、どのように
広報活動を行ったらよいか意見を出し合いました。国
連ウィメン日本協会東京は日本協会の協力協定団体と
して活動しています。これまではそれぞれが単独で活
動していましたが、今年度は可能な限り日本協会と協
働し、広報・募金活動の輪を広げようという発言が相次
ぎ、これからの活動を活発化させる大変有意義な会合
になりました。多くの皆様方に、ご協力とご支援をいた
だければ有難く思っております。（阿部幸子）
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2025年度決算報告（2025.1.1 ～ 2025.12.31） （会計報告 田邉光子）

  

収 

入

会費   　305,000 
寄付 寄付  　483,000 
 活動寄付 　260,000 
広報・啓発  　   17,000
事業費 コンサート 　　　　0 
 バザー  　119,250 
募金   　　8,500
利息収入  　　 1,414
雑収入   　　　　0 
前期繰越金   1,211,029
収入合計  2,405,193 

  
支 
出

広報・啓発  236,626
事業費 コンサート              0
 バザー    85,208
管理費 事務所費 360,000
 事務費  170,811
 拠出金  500,000
 分担金     45,000
 次期繰越金　　 1,007,548
支出合計 　　　 2,405,193

2026年度 役員
会　長　城倉純子         
副会長　阿部幸子　
　　　　中曽美穂子
書　記　長谷川瑞穂
会　計　田邉光子　　
会計・会員　牧島悠美子
広　報　中曽美穂子
事　業　中山正子  
事　業　縄田眞紀子 　
事　業　渡部由紀子  

2026年度 監事
太田惠子・背戸民恵

皆様のご協力ありがとうございました。

2025 年度拠出金  国連ウィメン日本協会東京拠出金額   
   

(緊急支援金20万円＋１０万円を含む）500,000円 
交流会報告学び

　国際女性デーの起源を遡りますと、ニューヨークの女性労働者たちが、「パン（生活の向上）とバラ
（尊厳）」を求めてデモを実施した1908年に行きつきます。その動きは各国に広がり、女性解放運動
の母クララ・ツェトキンが1910年に国際女性記念日の制定を提案、1917年3月8日にはロシアで
「パンと平和」を求めるデモが起き、その後3月8日が記念日として定着していきました。国連は1975
年の国連女性年の制定を機に、3月8日を国際女性デーとして正式に制定しました。国際的な女性の
この動きは、今なお続くジェンダー不平等や差別とも深くかかわり、今日もなお人間としての尊厳を求
める世界の女性に希望を与える日となっています。

　50年前、アイスランドの女性たちがどのように壁を乗り越え
ていったか。ゼネスト「休日」を決行するまでの、それぞれの女
性たちの逡巡を中心に描いています。力を合わせるために妥
協って大切、　「ストライキ」ではなく「休日」ならどう？　自分自
身でありたい、男性にはほんの少し変わってほしかっただけ、
等々の想いが詰め込まれています。
　映画上映後はトークイベントが開かれ、林陽子氏の講演に
よる発題を受けて参加者とのトークセッションがもたれました。
　林陽子氏は、この「休日」は妥協がなかったら実現できな
かった、小異を捨てて大同することが大切だと説きました。
　親子で参加した中学生の佐藤さんは、「アイスランドの女
性たち数十万人が繋がって広場に集結するとき、今の日本
ではたしてあれができるのかと思ったけど、この場に同じ方
向を向いている人たちが集まれているように、皆でいろいろ
な話をしたから団結できると信じたい。映画に出ている女性
は、生き生きと自信に満ちていて、ユーモアがあって、上映中
観ている側も笑って感動できて良い映画だった。「男性を憎ん
でいるの？」「いいえ、男性優位主義のブタでも愛してる」「少し
変わってほしいだけ」とのシーンが印象的だった。この人たち
は、夫や子どもと一緒に生きていこうとしているんだと思った
から。」との感想文を残してくれました。　　　

　3月1日（日）午後、「国連ウィメン日本協会」主催の「ウクライナ支援チャリティ
コンサート」が開催されました。
 バイオリニストの中村大地さんの演奏、石井楓子さんのピアノ伴奏で、エルガー
の「愛の挨拶」をはじめ馴染みの曲が多く、名楽器から紡ぎ出される中村さんの
演奏にうっとりとしたひとときを過ごし、ウクライナの作曲家の曲や、アンコールに
演奏された映画「ひまわり」の楽曲などでは、 “平和への祈り” を感じました。
 休憩の後に角（すみ）茂樹元駐ウクライナ大使と中村さんとの対談「ウクライナへ
の想を語る」もあり、ウクライナとロシアとの関係性について学び、未だ戦禍の中に
あるウクライナの人々に思いを馳せ、1日も早く平和が訪れることを強く願いました。
当日の参加者140名、寄付総額88万5800円とのこと、盛会でした。（牧島悠美子）

2026/3/6　婦選会館

2026/3/1　東京ウィメンズプラザ

◆国際婦人年連絡会主催　
　映画「女性の休日」上映会とトークイベント参加報告　　
　　　　　　　　　　　　　　  

◆国連ウィメン日本協会 主催　
　ウクライナ支援チャリティコンサート参加報告　　
　　　　　　　　　　　　　　  

映画「女性の休日」について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川瑞穂

 「女性の休日（“THE DAY ICELAND STOOD 
STILL” & “WOMENʼS DAY OFF”）」は国連婦
人年制定の年1975年の10月24日にアイスランド
の首都レイキャビック他で行われた女性たちが一
斉に職場の仕事や家事を放棄し、男女平等を求
めて蜂起した活動の記録映画です。当時のアイス
ランドの女性の90%が参加した背景には、粘り強
く話し合いを重ねたことやストライキとしないで休
日とすることにした妥協の精神があったからだと
言われています。最初はレッドストッキングと呼ば
れていた男女平等を求めるややラディカルなエリ
ート集団の活動でしたが、ともすれば分断しがち
な女性たちを「休日を取り、休むのは賛成」という
形で連帯させ、社会階層、地域などの枠を超え、
多くの女性参加となりました。また、1975年当時の
アイスランドは北欧の中でも男女平等は遅れてい
ましたが、ここ16年アイスランドのジェンダーギャッ
プ指数は世界第1位です。2025年の日本の同指
数は118位です。アイスランドの女性たちが諦めず
社会変革を目指し運動を続けて来た努力が今日
のジェンダー平等先進国を形作りました。「女性の
休日」の運動は1975年以来5回も繰り返し行われ、
女性の労働条件の向上他が求められてきました
が、2025年には女性大統領と女性首相が同国を
治めるようになりました。アイスランドの成功例か
ら、男女平等を目指すには、連帯し、妥協すること、
諦めないで努力し続けることが重要であることを
学びたいと思います。
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 国連ウィメン日本協会東京 2026 年度定例総会報告
 　2026年2月16日（月）13時30分より、今井館集会室1・2・3において、2026年度国連
ウィメン日本協会東京定例総会が開催されました。
　城倉純子国連ウィメン日本協会東京会長の挨拶に続き開催宣言が行われ、議長に
城倉純子会長を選出、書記に縄田眞紀子、議事録署名人に本間美智子各会員を
選出、出席者の承認を得て議事に入りました。
　第1号議案は2025年度事業報告、第2号議案は2025年度決算報告と監査報告があり、
異議なく満場一致で承認されました。第3号議案の2026年度事業計画案、第4号議案の
2026年度予算案についても異議なく満場一致により承認されました。第5号議案は、鷲見
八重子役員選考委員長より2026・2027年度9名の役員の選出について説明があり満場
一致で承認されました。第6号議案、「国連ウィメン日本協会東京規約第2条」の文言「正
会員」を「賛助会員」に変更についても異議なく承認されました。
　休憩を挟んで、国連ウィメン日本協会伊藤光子副理事長をお招きして交流会を開催、
国連ウィメン日本協会への関心を深めることができました。  （縄田眞紀子）

　総会に引き続き、伊藤光子国連ウィメン日本協会副
理事長をお迎えして交流会を開催し、有意義な懇談の
時を持ちました。
　伊藤副理事長は、小学校から大学に入られるまで、
お父上の仕事の関係でイラン、アメリカ、イギリスなど国
外での生活が長く、大学３年の時に日本に帰国され、大
学卒業後は外務省に入られて堪能な語学力を生かし
て活躍された方です。国連「女性の地位向上」担当官と
してナイロビ女性会議（1985年）、第4回世界女性会
議（1995年、北京会議）、女性差別撤廃条約などを担
当されるほか、CSW（国連女性の地位委員会）や
UNIFEM（国連女性開発基金）に関わられ、活動に関
してのお話は改めて私どもにとって歴史を振り返りつ
つ勉強し直すよい機会を与えていただきました。
　現在、国連ウィメン日本協会が資金援助を行ってい
るのはアフガニスタン、ガザ、ウクライナなど紛争地の女
性たち、そして2017年から続いているロヒンギャの女性
たちへの支援も継続しています。これらの地域での支
援活動は、現地の女性団体が活動を展開していますが、
昨年の春以来、米国のUN Womenへの支援金が止ま
ってしまったため、活動が困難になり、日本協会からの
支援要請に応えて、私どもも特別寄付をしたことは記憶

に新しいかと思
います。しかし、
ユニフェムから
UN Womenへ
の組織変更が
行わ れ てから
15年経つ今で
も、その活動が
まだまだ 世 間
的には十分に
浸 透しておら
ず、なかなか寄
付金を集められない状況が続いています。
　懇談の場では、こうした事情を踏まえて、どのように
広報活動を行ったらよいか意見を出し合いました。国
連ウィメン日本協会東京は日本協会の協力協定団体と
して活動しています。これまではそれぞれが単独で活
動していましたが、今年度は可能な限り日本協会と協
働し、広報・募金活動の輪を広げようという発言が相次
ぎ、これからの活動を活発化させる大変有意義な会合
になりました。多くの皆様方に、ご協力とご支援をいた
だければ有難く思っております。（阿部幸子）

2
3

2025年度決算報告（2025.1.1 ～ 2025.12.31） （会計報告 田邉光子）

  

収 

入

会費   　305,000 
寄付 寄付  　483,000 
 活動寄付 　260,000 
広報・啓発  　   17,000
事業費 コンサート 　　　　0 
 バザー  　119,250 
募金   　　8,500
利息収入  　　 1,414
雑収入   　　　　0 
前期繰越金   1,211,029
収入合計  2,405,193 

  

支 

出

広報・啓発  236,626
事業費 コンサート              0
 バザー    85,208
管理費 事務所費 360,000
 事務費  170,811
 拠出金  500,000
 分担金     45,000
 次期繰越金　　 1,007,548
支出合計 　　　 2,405,193

2026年度 役員
会　長　城倉純子         
副会長　阿部幸子　
　　　　中曽美穂子
書　記　長谷川瑞穂
会　計　田邉光子　　
会計・会員　牧島悠美子
広　報　中曽美穂子
事　業　中山正子  
事　業　縄田眞紀子 　
事　業　渡部由紀子  

2026年度 監事
太田惠子・背戸民恵

皆様のご協力ありがとうございました。

2025 年度拠出金  国連ウィメン日本協会東京拠出金額   
   

(緊急支援金20万円＋１０万円を含む）500,000円 
交流会報告学び

　国際女性デーの起源を遡りますと、ニューヨークの女性労働者たちが、「パン（生活の向上）とバラ
（尊厳）」を求めてデモを実施した1908年に行きつきます。その動きは各国に広がり、女性解放運動
の母クララ・ツェトキンが1910年に国際女性記念日の制定を提案、1917年3月8日にはロシアで
「パンと平和」を求めるデモが起き、その後3月8日が記念日として定着していきました。国連は1975
年の国連女性年の制定を機に、3月8日を国際女性デーとして正式に制定しました。国際的な女性の
この動きは、今なお続くジェンダー不平等や差別とも深くかかわり、今日もなお人間としての尊厳を求
める世界の女性に希望を与える日となっています。

　50年前、アイスランドの女性たちがどのように壁を乗り越え
ていったか。ゼネスト「休日」を決行するまでの、それぞれの女
性たちの逡巡を中心に描いています。力を合わせるために妥
協って大切、　「ストライキ」ではなく「休日」ならどう？　自分自
身でありたい、男性にはほんの少し変わってほしかっただけ、
等々の想いが詰め込まれています。
　映画上映後はトークイベントが開かれ、林陽子氏の講演に
よる発題を受けて参加者とのトークセッションがもたれました。
　林陽子氏は、この「休日」は妥協がなかったら実現できな
かった、小異を捨てて大同することが大切だと説きました。
　親子で参加した中学生の佐藤さんは、「アイスランドの女
性たち数十万人が繋がって広場に集結するとき、今の日本
ではたしてあれができるのかと思ったけど、この場に同じ方
向を向いている人たちが集まれているように、皆でいろいろ
な話をしたから団結できると信じたい。映画に出ている女性
は、生き生きと自信に満ちていて、ユーモアがあって、上映中
観ている側も笑って感動できて良い映画だった。「男性を憎ん
でいるの？」「いいえ、男性優位主義のブタでも愛してる」「少し
変わってほしいだけ」とのシーンが印象的だった。この人たち
は、夫や子どもと一緒に生きていこうとしているんだと思った
から。」との感想文を残してくれました。　　　

　3月1日（日）午後、「国連ウィメン日本協会」主催の「ウクライナ支援チャリティ
コンサート」が開催されました。
 バイオリニストの中村大地さんの演奏、石井楓子さんのピアノ伴奏で、エルガー
の「愛の挨拶」をはじめ馴染みの曲が多く、名楽器から紡ぎ出される中村さんの
演奏にうっとりとしたひとときを過ごし、ウクライナの作曲家の曲や、アンコールに
演奏された映画「ひまわり」の楽曲などでは、 “平和への祈り” を感じました。
 休憩の後に角（すみ）茂樹元駐ウクライナ大使と中村さんとの対談「ウクライナへ
の想を語る」もあり、ウクライナとロシアとの関係性について学び、未だ戦禍の中に
あるウクライナの人々に思いを馳せ、1日も早く平和が訪れることを強く願いました。
当日の参加者140名、寄付総額88万5800円とのこと、盛会でした。（牧島悠美子）

2026/3/6　婦選会館

2026/3/1　東京ウィメンズプラザ

◆国際婦人年連絡会主催　
　映画「女性の休日」上映会とトークイベント参加報告　　
　　　　　　　　　　　　　　  

◆国連ウィメン日本協会 主催　
　ウクライナ支援チャリティコンサート参加報告　　
　　　　　　　　　　　　　　  

映画「女性の休日」について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川瑞穂

 「女性の休日（“THE DAY ICELAND STOOD 
STILL” & “WOMENʼS DAY OFF”）」は国連婦
人年制定の年1975年の10月24日にアイスランド
の首都レイキャビック他で行われた女性たちが一
斉に職場の仕事や家事を放棄し、男女平等を求
めて蜂起した活動の記録映画です。当時のアイス
ランドの女性の90%が参加した背景には、粘り強
く話し合いを重ねたことやストライキとしないで休
日とすることにした妥協の精神があったからだと
言われています。最初はレッドストッキングと呼ば
れていた男女平等を求めるややラディカルなエリ
ート集団の活動でしたが、ともすれば分断しがち
な女性たちを「休日を取り、休むのは賛成」という
形で連帯させ、社会階層、地域などの枠を超え、
多くの女性参加となりました。また、1975年当時の
アイスランドは北欧の中でも男女平等は遅れてい
ましたが、ここ16年アイスランドのジェンダーギャッ
プ指数は世界第1位です。2025年の日本の同指
数は118位です。アイスランドの女性たちが諦めず
社会変革を目指し運動を続けて来た努力が今日
のジェンダー平等先進国を形作りました。「女性の
休日」の運動は1975年以来5回も繰り返し行われ、
女性の労働条件の向上他が求められてきました
が、2025年には女性大統領と女性首相が同国を
治めるようになりました。アイスランドの成功例か
ら、男女平等を目指すには、連帯し、妥協すること、
諦めないで努力し続けることが重要であることを
学びたいと思います。
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　女性差別撤廃委員会（CEDAW）は勧告33号で、司法へのアク
セスへの障害として、物理的・経済的・社会的・文化的な障壁に
加え、ジェンダー・ステレオタイプ、差別的法律、手続、立証要件や
規則の存在を挙げ、女性にとって司法へのアクセス確保は加盟
国の責務であると明確に述べました。また、World Justice 
Project (WJP)は、2017年と2018年に104カ国の（民事）法の需
要に関する情報を分析し、ジェンダーに基づく差異が紛争のタイ
プや問題解決の手段にあり、司法へのアクセスだけでなく、公的
な書類や公的な情報へのアクセスには貧富の差の影響があると
指摘しています。
　今回のサイドイベントでは、実際の民事訴訟に関する法に対す
る見方に関し、3名のパネリストを迎えました。パネリストのテーマ
はそれぞれ、「日本における子供の貧困と養育費問題」、「ケニア
におけるジェンダーに基づく暴力（GBV）に対する戦いとサバイ
バーサポート」、「紛争後におけるGBVの無責任な現実と責任
追及の問題」でした。最初のプレゼンターである宮下摩維子さん

（東京都立大学法科大学院准教授）を以下に取り上げます。
　宮下さんは、「“Access to Justice”（司法へのアクセス）は、単に
訴訟を提起する機会や、裁判の判決を受ける機会を指しているだ
けでなく、法が保護する私人の権利が実現することまでを含むこ
と、すなわち強制執行まで実現可能、また実効力ある強制執行制
度までを整備してはじめて国家は司法へのアクセスを実現したと
言える」として、日本の「養育費」を例に、近年の日本の法的システ
ムが、子どもの権利の実施と実現を十分に保障しているかどうか
についての見解とその方向性を述べられました。
　また、「困窮するひとり親家庭にフォーカスした養育費の不払い
状況のデータでは、2021年度の政府調査での日本における子ど
もの貧困率は11.5％であり、先進国の間では下から6番目。ひとり
親家庭における貧困率は44.5％に達している。子どもは自身の
家庭環境を選べないので貧困にさらされるが、養育費の不払い
がその原因の一つでもある。養育費の支払いを受けている子ども
は28.1％。たとえ勝訴しても判決内容が実現されなければ、

「司法へのアクセス」は十分に達成されたとはいえない、それゆえ
効果的な実施システムが重要」と説きました。
　子どもの福祉が、保護者と元配偶者の経済事情に大きく左右
され、極めて不安定な状態におかれる現状の矛盾を突き、アメリ
カが養育費の問題を社会保障の役割りとしていることを上げ、日
本においても司法と行政とが協働して解決していく必要があると
提起されました。　（城倉純子）　参考：宮下摩維子プレゼン要旨資料

 CSW70  第70回国連女性の地位委員会
　　　　　　　　参加報告
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◆日本は「母性」を極度に神聖化する「日本型家父長制」といわれる。一見、女性の
存在を高めるかのようだが、女性を母親役割に縛り付けることになり、母親処罰的な
社会の醸成に繋がっていった。若年女性が幼児遺棄で刑事罰に課せられる度、父親
は問われずの現状に怒りがこみ上げる。人権に基づく包括的性教育が必要だ。（J）
◆バザー会場では、お孫さんへの贈り物を選ぶ方の姿や、ご自分用にと笑顔で手に
取ってくださる様子が印象に残っています。今年のバザーは新しいことがたくさんでき
そうです。小さなやりとりのひとつひとつが、遠くの誰かの支援につながっている――
そのことを改めて実感する時間となると期待をこめて。世界情勢や社会の動きが先の
見えにくい状況ではありますが、こうしたつながりの力を大切に、これからも皆様の温
かいご協力とともに活動を続けてまいります。(N)

寄付者（2025年12月1日～2026年3月31日）　　（敬称略）
長谷川瑞穂　奥田豊子　鷲見八重子　阿部幸子　清友会　背戸民恵　
中山正子　牧島悠美子　田邉光子　太田惠子　本間美智子　匿名2件

たくさんのご寄付・ご協力をいただき有難うございました。  

私たちと国連

　2026年3月9日から20日まで、国連
で開催されたCSW70の優先テーマは、

「包括的で衡平な法制度の促進、差別
的な法律、政策、慣習の廃絶、そして構
造的障壁への対応を含む、すべての
年齢の女性たちの『司法へのアクセス』
保障と強化」

　日本の3NGO（国連NGO国内女性委員
会・国際婦人年連絡会・日本女性監視機構
(JAWW)）と国連日本政府代表部との共催
による恒例のサイドイベントが、“ Women 
Mu s t  B e  a t  t h e  Tab l e  :  A  S imp l e 
Suggestion to Improve Meaningful 
Access to Justice for All Women”とのテー
マの下に 、3月12日の日本時間23:00～
24:15に国連で開催されました。

〒167-0042　
東京都杉並区西荻北3-11-3-105
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編集後記

事業部から
　2025 年度はバザー開催の機会が少なくなってしまい
ましたが、12 月には、例年通り埼玉県上尾市文化セ
ンターで催された友清音楽院（代表：友清創氏）主
催のクリスマスチャリティコンサートに出店させていた
だきました。クリスマスの雰囲気いっぱいのロビーでは、
ご来場の皆様やご出演の方がたがバザー売り場にお
立ちよりくださって、あれこれ楽しそうにお買い物をさ
れていました。今回はいつものグッズに加えてかつて
の定番商品だったフィリピンの変身人形二体（写真）
を並べてみました。早速お客様が、お連れのお孫さ
んにとお買い求めくださり、片隅でお話に興じる様子
はほほえましい光景でした。昨秋特注した、ロゴ入り
T シャツ姿の城倉純子会長の売り子さんは、宣伝効果
抜群。毎年こうして活動の場を与えてくださる友清音楽
院関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

今後のバザー
出 店 予 定 ：
国連ウィメン
日 本 協 会 の
ご協力を得て

4 月 29 日（祝）東京女子大学同窓会主催 園遊会会場
5 月 31 日（日）上智大学「オールソフィアンのつどい」会場
　バザーの売り上げ収益は、他の事業収益金と合わせ、
国連ウィメン日本協会を通して UN Women に拠出金と
して送られて、難民キャンプや紛争地で救済活動にあた
る UN Women 及び現地採用スタッフの資金、また女性
と少女のためのエンパワーメント・プロジェクト資金等に
活かされます。 これからも皆様のあたたかいご支援、
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  （中山正子）

サイドイベントのモデレーター
紙谷雅子さん

パネリストの宮下摩維子さん

変身人形（左）とグッズ売り場（右）

会員募集中！
会員として一緒に
　　　　活動しませんか？

年会費 3,000 円

　2026年3月7日（土）、婦選会館にて通常総会および
協力協定団体ネットワーク会議が開催されました。
　午前中の総会では、事業報告や決算、今年度の事
業計画・予算案について審議・承認が行われました。
拠出金は、人道支援として、ガザ支援（パレスチナ）、ウ
クライナ支援、ミャンマー地震緊急支援、経済的自立支
援として、アフガニスタン女性支援、ロヒンギャ難民支
援（バングラデシュ）などに活用されています。
　午後のネットワーク会議には、登録5団体のうち北九
州・大阪・東京・さくらの4団体が参加し、活発な意見交
換が行われました。地域ごとそれぞれの取り組みや運
営について多くのヒントを得ることができました。

　今年は、具体的な協働のアイディアや計画も共有され、
日本協会との連携によるバザーの開催が3件予定されて
います（4月29日：東京女子大学第66回園遊会、5月31日：
上智大学ソフィアンバザー、9月26日・27日：グローバルフェ
スタJAPAN〔予定〕）。ご来場の方に足を止めていただき、
楽しみながら啓発活動につなげていけたらと思います。
　また、大阪の映画上映の取り組みについての報告は、
大変参考になりました。みなさんと一緒に鑑賞し学びたい
作品がまだまだありそうです。どうぞお楽しみに！
　私たちの抱える課題についても理事の皆さまと意見を
交わし、有意義な時間となりました。今後も日本協会との連
携をより一層深めていきたいと考えています。（中曽美穂子）

2026年度 国連ウィメン日本協会総会、協力協定団体ネットワーク会議に参加して 
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